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コンパクトＥＲＬに関して

• コンパクトＥＲＬの詳細設計（＋オプション）

– 設計の精度を上げる

– laser Compton、THz 光源としての最適化

– 運転パラメータの拡大（1nC加速など）

– 未解決の問題（イオン捕獲など）

– ＶＵＶ光源のためのエネルギー増強シナリオ



フラックスをさらに1-2桁増やせないか？

　　　→　正面衝突は「ピコ秒」だが1桁増える。

　　　→　1 nC / 1ps / 1 mm-mrad バンチが得られれば1桁増える。



1nC バンチの加速

Ivan V. Bazarov* and Charles K. Sinclair
Phys. Rev. ST Accel. Beams 8, 034202 (2005) 

750 kV (DC gun) + 10 MeV (injection) 

Rossendorf SRF gun
F. Staufenbiel, ERL07.
(1nC / 20ps / 1.8-2.5 mm-mrad)

BESSY-FEL NRF gun
F. Marhauser, FEL06.
(2.5nC / 38ps / 1.8 mm-mrad)



VUVのためのエネルギー増強

200 MeV とすると、回折限界は

10 eV = 80 nm  → ε / γ < 6 nm, εn < 2.4 mm-mrad

50 eV = 16 nm  → ε / γ < 1.2 nm, εn < 0.5 mm-mrad

300 MeV とすると、回折限界は

10 eV = 80 nm  → ε / γ < 6 nm, εn < 3.6 mm-mrad

50 eV = 16 nm  → ε / γ < 1.2 nm, εn < 0.7 mm-mrad

100 eV = 8 nm   → ε / γ < 0.6 nm, εn < 0.4 mm-mrad

冷凍能力が確保できれば、
→　200 MeV ( 25 MV/m x 4 cavity x 2 module)

2-loop の構成をとれば、
→　100 MeV x 2-loop または、150 MeV x 2-loop



2-loop でエネルギー可変とできるか？

2nd turn

1st turn

bending magnet

E1 = Einj + Eacc

E2 = Einj + 2 Eacc

LBL-LUX spreader BINP-ERL spreader

これらの例では、エネルギーの可変性は考慮されていないようだ。

bending 直後に Q のある配置では、

エネルギー（運動量）の比を一定に保って、

E2 を可変とすることは困難である。

（入射エネルギーの変更で微調整は可能だが、、）



5GeV 機に関して

• Ｘ線放射光源の設計（概念設計、詳細設計）

– 周回軌道、挿入光源の配置

– エミッタンス増大の抑止

– バンチ圧縮（タイミング安定性の確保）

– what are the critical issues?　（イオン、ビームロ

ス、真空、、、）

– より安価な構成（2-loop、vector-sum、2段階に

分けた建設供用、、、）

– ＦＥＬ光源の可能性（single-pass SASE、multi-
pass oscillator）



5 GeV ERL 、2-turn の構成

Hajima, ERL07

HOM-BBU

ε-growth

ΔE/E



XFEL Oscillator

K-J. Kim, ERL07.



その他

• コンパクトＥＲＬよりもさらに小型のＥＲＬへ

• 個別の設計計算から汎用性のある理論へ


